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平成 27年 11月期業績と前年同期実績との差異及び 

営業外収益、営業外費用並びに特別利益、特別損失の発生に関するお知らせ 

 

 平成 27年 11月期（平成 26年 12月 1日から平成 27年 11月 30日）における業績について、前年

同期実績と比較して差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、営業外収益、

営業外費用及び特別利益、特別損失が発生しましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 平成 27年 11月期（平成 26年 12月 1日から平成 27年 11月 30日）の連結業績と前年同期実績

との差異 

（1）連結業績の差異 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 
純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前 年 同 期 実 績（Ａ） 
(平成 26年 11月期） 

513 △419 △323 △293 
 円 銭 
△36.97 

当 期 業 績 見 込（Ｂ） 
(平成 27年 11月期） 

381 △533 △1,078 △1,199 △135.32 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △131 △114 △755 △906 － 

増 減 率 （ ％ ） △25.7 － － － － 

 

（2）個別業績の差異 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 
純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前 年 同 期 実 績（Ａ） 
(平成 26年 11月期） 

78 △293 △374 △360 
 円 銭 
△45.35 

当 期 業 績 見 込（Ｂ） 
(平成 27年 11月期） 

66 △316 △863 △932 △105.19 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △11 △22 △488 △572 － 

増 減 率 （ ％ ） △15.2 － － － － 
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２.  差異が生じた理由 

（1）連結業績 

本日公表の「平成 27年 11月期決算短信[日本基準](連結)」をご参照ください。 

（2）個別業績 

売上高につきましては、主に食品関連事業に係る売上が減少したことにより、前年同期比 11

百万円の減少の 66百万円となる見込みです。一方、営業損失は、主に再生医療業務にかかる

人材を７名採用したことに伴う人件費の増加により 316 百万円となる見込みです。経常損失

は、取引先である医療法人社団コスモフィールドに対する貸付金等にかかる貸倒引当金繰入

額を計上し、863百万円となる見込みです。当期純損失につきましては、固定資産にかかる減

損損失を計上し、932百万円となる見込です。 

 

３. 営業外収益について、以下のとおり計上いたします。 

(連結) 

平成 27年 11 月期第 3 四半期連結決算までに計上した 16百万円と合わせて、為替相場の変動

による為替差益 26百万円 

(個別) 

（1） 受取利息 12百万円 

（2） 受取賃貸管理料 2百万円 

（3） 為替相場の変動による為替差益 24百万円 

 

４. 営業外費用について、以下のとおり計上いたします。 

（連結） 

(1) 平成 27 年 11 月期第 3 四半期連結決算までに計上した 8 百万円と合わせて、借入金に

かかる支払利息 10百万円 

(2) 平成 27 年 11 月期第 3 四半期連結決算までに計上した 5 百万円と合わせて、返済期日

を経過した借入金 43百万円にかかる遅延損害金 7百万円 

当該借入金の返済については当社の資金繰りを勘案し弁護士を通して対応しておりま

す。 

(3) 平成 27 年 11 月期第 3 四半期連結決算までに計上した 512 百万円と合わせて、取引先

である医療法人社団コスモフィールドに対する貸付金、不動産賃貸料等につき貸倒引

当金繰入額 557百万円 

   （個別) 

（1） 借入金にかかる支払利息 5百万円 

（2） 株式発行にかかる株式交付費 2百万円 

（3） 返済期日を経過した借入金 43百万円にかかる遅延損害金 7百万円 

（4） 取引先である医療法人社団コスモフィールドに対する貸付金、貸付利息及び不動産賃

貸料等、連結子会社(株式会社メディエート及び XTF, Inc. )に対する貸付金等につき

貸倒引当金繰入額 569百万円 
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５. 特別利益について、以下のとおり計上いたします。 

 (連結) 

   海外子会社の清算につき関係会社整理益 4百万円 

これは海外子会社を連結除外するにあたり為替換算調整勘定が顕在化したことによるもの

です。 

   

６. 特別損失について、以下のとおり計上いたします。 

(連結) 

(1)  当社及び連結子会社である株式会社メディエートの固定資産につき減損損失 

95百万円 

これは「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき将来の回収可能性を検討した結果

であり、その内訳は、建物附属設備 15 百万円、工具器具備品 12 百万円、医療機器製

造における「ホルマリンガス無害化脱臭方法および装置」特許権等の無形固定資産 67

百万円です。 

(2) 平成 27年 11月期第 3四半期連結決算までに計上した 29百万円と合わせて、海外子会

社の清算につき関係会社整理損 31百万円 

          これは海外子会社を連結除外するにあたり為替換算調整勘定が顕在化したことによる

ものです。 

    (個別) 

   当社の固定資産につき減損損失 69百万円 

 

７. 業績に与える影響 

上記は、本日（平成 28年 1月 15日）公表の「平成 27年 11月期決算短信[日本基準](連結)」

に反映しております。 

 

以 上 


